
１　公益事業（実施事業等会計）

事業費支出 14,540,942円(15,091,868円）※カッコ内は前年度実績を表している。以下同様。

(1) 教育文化活動等支援事業

事業費支出 6,379,772円(6,109,852円）

県民の教育文化活動を支援するため、次の事業を行った。

事　　業　　名 内 容 期日等 参加者数 備　　考

第42回神奈川県ゆう
あいピック大会

　県内の知的障害者が集うスポーツ活動
の場「ゆうあいピック大会」の開催経費
の一部を助成した。

５月
～９月

1,320人

(主催）
（一財）かながわパ
ラスポーツ協会

教育文化団体等への
支援

　県内の教育文化団体が県民等を対象と
して行う教育・文化・スポーツ・レクリ
エーション等の事業に対し助成した。
 

(2) 県民教養講演会等事業

事業費支出 8,161,170円（8,982,016円）

県民の知識の向上等に資するため、講演会等次の事業を行った。

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日 参加者数 備　　考

自然科学実験教室の
開催

　子どもたちの科学に対する関心を高め
るため、親子を対象に科学実験教室を開
催した。
　講師　米村でんじろう氏他
　横浜市泉公会堂
　

1/24 453人

(共催）
(一財)神奈川県教育
会館

県民教養講座の開催

　各界著名人による講演会を開催した。
　講師　さかなクン　氏
  演題「ギョギョッとびっくり！おさ
　　　　かな・海をめぐる環境問題」
　関東学院大学 横浜・関内キャンパス
　テンネー記念ホール

12/20 539人

(共催）
(一財)神奈川県厚生
福利振興会

第38回はばたけ子ど
もたち夢・未来コン
サート

　音楽の楽しさや、オーケストラの演奏
の素晴らしさを親子で体験する「はばた
け子どもたち夢・未来コンサート」を開
催した。
　神奈川県立音楽堂
　

2/15 1,612人

(共催）
(一財)神奈川県教育
会館

(公財)神奈川県スポーツ協会
(公財)神奈川芸術文化財団
他９団体



２　現職給付厚生事業（その他会計）

事業費支出 214,097,688円（200,241,615円）

(1) 給付事業

事業費支出 134,571,937円（119,437,826円）

現職会員の福利の増進を図るため、次の給付を行った。

区　　　分 給付者数 給付金額

人 円 円 人

結婚祝金 886 17,720,000 20,000 × 886

(915) (18,300,000)

663 18,545,000 本人 165,000 × 11

(672) (18,865,000) 配偶者 65,000 × 16

  実父母子等 25,000 × 620

被扶養者 25,000 × 2

死産 10,000 × 14

12 14,400,000 未就学児 1,300,000 × 3

(11) (12,300,000) 小学生 1,200,000 × 7

中学生 1,100,000 × 1

その他 1,000,000 × 1

4 340,000 全部焼失等 200,000 × 1

(3) (180,000) 1/2焼失等 100,000 × 0

1/3焼失等 60,000 × 1

1/5焼失等 40,000 × 2

7,750 23,250,000 ３千円

(7,873) (23,619,000)

2,000 20,000,000 35歳 10,000 × 866

(1,861) (18,610,000) 45歳 10,000 × 758

55歳 10,000 × 376

33 55,850 ２千円を上限(実費相当額)

(56) (102,910)

6 30,000 ５千円を上限(実費相当額)

(8) (35,940)

890 16,615,170

(359) (6,378,570)

計 12,244 110,956,020
(11,758) (98,391,420)

（注）（　）内は前年度実績

内　訳

　満50歳以上（会員期間10年以
上）で退会した現職会員に対し、
記念品を贈呈

他、供与物代金として教育関係団体役職員の会員に対し２件　30,000円を給付した。

弔慰金

遺児育英資金

災害見舞金

人間ドック受診費用
補助

自己研鑽等費用補助

( )内は教員免許更新費用等
補助を含む

予防接種費用補助

資格取得費用補助

退会記念品



(2) 厚生事業

事業費支出 79,525,751円（80,803,789円）

現職会員の福利厚生を図るため、次の事業を行った。

 ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

指定店の拡充

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができる
よう商店等との指定店契約の更新、拡充を行った。
 

通年 ＿
業種　31
店舗　582

家事代行サービ
ス利用支援

　会員のワークライフバランスに資するため家事代
行サービス利用の機会を提供した。
　家事代行サービス[補助]

通年 352人
参加者数等は
継続会員を含
む

 イ　健康づくり等の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　会員等が職場や住居の近くで気軽に体力・健康づ
くりや生活習慣病の改善等ができるよう、県内外の
スポーツ施設等を利用する機会を提供した。
 (ｱ) スポーツ施設
 　　・コナミスポーツクラブ
　　 ・ダイドースポーツクラブ
　　 ・ライフティック平塚
　　 ・ライザップ
　　 ・カーブス

（ｲ) ゴルフ場［補助］
　　 ・葉山国際カンツリー倶楽部
　 　・ラフォーレ倶楽部（ゴルフ施設）
　 　・西武プリンスホテルズ＆リゾーツ(ゴルフ施設)

 (ｳ) 乗馬クラブクレイン神奈川
（ｴ）葉山パブリックゴルフコース

　会員の健康管理の一環として健康づくり教室等を
開催した。

 (ｱ) 健康づくり教室
　　「マインドフルネスヨガ」

1/10・
1/18

62人

 (ｲ) スポーツ講習会
 　　・乗馬体験
 　　・ボウリング教室
 　　・ゴルフレッスン

計 87人

　会員等の健康管理の一環として検診等受診の機会
を提供した。

  メタロ・バランス検査［補助］

　会員等の健康管理の一環としてリラクゼーション
施設利用の機会を提供した。

カラダファクトリー［補助］

スポーツ活動の
支援

検診等の機会の
提供

健康づくり教室
等の開催

リラクゼーショ
ン施設利用支援 通年 361人

通年 29人

参加者数等は
継続会員及び
61歳に達する
年度以降にあ
る現職会員を
含む(継続は
あっせん)

通年 5,803人

参加者数等は
継続会員を含
む

７月
～８月

25人

参加者数等は
継続会員を含
む（(ｲ)を除
く）



 ウ　レクリエーション活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　心身の健康維持、家族の団らん等のためレクリ
エーション活動の機会を提供した。

（ｱ) ディズニーリゾート
　　 コーポレートプログラム利用券［補助］

2,291人

 (ｲ) バス旅行［補助］
 　　近畿日本ツーリスト首都圏

40人

 (ｳ) 旅行割引
　 　・近畿日本ツーリスト
　 　・東武トップツアーズ
　 　・日本旅行
　 　・T-LIFEパートナーズ
　 　・大和観光興業
　　 ・エイチ・アイ・エス

（ｴ）施設割引
　　 ・FUJIYAMA net クラブ
　　 ・日本スキー場開発

計 2,331人

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県内外に宿泊施設等を
確保した。

参加者数等は
継続会員を含
む（(ｴ)を除
く）

 (ｱ）宿泊施設［補助］
　　 ・神奈川県市町村職員共済組合保養所
　　　 湯河原温泉ちとせ
     ・ラフォーレ倶楽部（国内施設）
　　 ・セラヴィリゾート泉郷（国内施設）
 　　・休暇村（国内施設）
　　 ・＜新規＞西武プリンスホテルズ＆リゾーツ

1,098人

 (ｲ) 宿泊施設
   　・リゾートトラスト
   　・マホロバマインズ三浦
     ・シギラセブンマイルズリゾート
　　 ・鈴木商会（美浜レステル他）
　　 ・ダイワロイネットホテルズ

1,581人

 (ｳ) 温浴施設［補助］
　　 ・万葉倶楽部・万葉の湯
　　 ・名水はだの富士見の湯
　　 ・湯楽の里・喜楽里

1,508人

 (ｴ) 野外アスレチック施設［補助］
　　 フォレストアドベンチャー

206人

計 4,393人

　優れた技術を持つスポーツ選手の競技を観戦する
機会を提供した。

（ｱ) サッカー観戦会［補助］
　　 ・横浜Ｆ・マリノスシーズンシート
　　 ・川崎フロンターレシーズンシート

4月
～3月

626人

 (ｲ) プロ野球観戦会（ペア）［補助］
　　 ・横浜スタジアムシーズンシート
　　 ・東京ドームシーズンシート

3月
～10月

688人

 (ｳ）バスケットボール観戦会（ペア）［補助］
　　 横浜ビー･コルセアーズシーズンシート

10月
～4月

280人

計 1,594人

スポーツ観戦の
機会の提供

レクリエーショ
ン施設の利用支
援

レクリエーショ
ン活動の機会の
提供

通年

通年

参加者数等は
継続会員を含
む（(ｲ)を除
く）



事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　各種施設や公演等のチケットを利用する機会を提
供した。

 (ｱ) チケット利用募集

　 　・ウェスティンホテル横浜　食事チケット
　　 ・ヨコハマグランドインターコンチネンタル
　　 　ホテル　食事チケット
　　 ・ｇｉｆｔeｅ Ｂｏｘ　電子チケット

6月
・11月

962人

 (ｲ）ローチケbiz+[補助] 通年 1,696人

計 2,658人

会員交流の場の
提供

　会員の会合、催し、振興会が実施する事業の会場
として、会議室を年間借り上げた。
  　神奈川県教育会館３階

通年 2,579人

参加者数等は
継続会員を含
む

 エ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　親と子のふれあいや世代間の交流等の機会を提供
した。

 (ｱ) ディズニー・オン・アイス［補助］
　　　横浜アリーナ 8月 500人

 (ｲ) キッザニア［補助］
　　　キッザニア東京 通年 1,034人

 (ｳ) 親と子の芸術鑑賞［補助］
　　　神奈川県民ホール 他

通年 549人

（ｴ）水族館の利用［補助］
　　　・新江ノ島水族館
　　　・横浜八景島シーパラダイス
　　　・マクセル アクアパーク品川
      ・仙台うみの杜水族館
      ・上越市立水族博物館うみがたり

通年 5,145人

 (ｵ) 横浜アンパンマンこどもミュージアム［補助］ 通年 2,973人

計 10,201人

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。

 (ｱ) 芸術鑑賞［補助］
　  　横浜みなとみらいホール 他 1,796人

 (ｲ) 芸術鑑賞割引
　  　横浜みなとみらいホール 他 38人

計 1,834人

 オ　生涯学習活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

生涯学習活動の
支援

　生涯にわたる能力啓発、余暇活動等の機会を提供
した。
（ｱ）受講補助[補助]
　　 ・朝日カルチャーセンター
　　 ・読売日本テレビ文化センター
　　 ・カルチャーセンター
　　 ・ＡＥＯＮ（英会話教室・国内全施設）
 (ｲ）受講割引
 　　・東京リーガルマインド
　　　（資格取得講座・国内全施設）
　　 ・通信教育ユーキャン

通年 105人

親と子のふれあ
い

チケット利用の
機会の提供

参加者数等は
継続会員を含
む（(ｴ)に限
る)

通年
芸術・文化活動
の機会の提供



 カ　教養講座の開催

事　　業　　名 内　　　　　　容　 期日等 参加者数等 備　　　考

　会員等の余暇活動等の充実を図るため教養講座を
開催した｡

 (ｱ) 日帰りツアー　（夏期・冬期）
7/26・
12/20

73人

 (ｲ) ダークアクアリウム（新江ノ島水族館） 11/1 167人
 (ｳ) マネーセミナー 7/27・

8/23
38人

計 278人

 キ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「振興会
だより」の発行

振興会ハンド
ブックの作成

振興会アンケー
トの実施

ＳＮＳ及びホー
ムページによる
情報発信

無料法律相談

会員証割引事業
　全国の教職員互助団体が契約する商店、施設等において割引価格で商品又はサービスの
購入ができるよう、利用可能店舗等を会員に広報した。

内　　　　　　　　容

　現職会員に事業等の情報を提供するため広報紙を発行した｡
　　発行回数　年３回(６月・11月･３月)
　　発行部数  各回39,500部

　会員に事業の概要等を知らせるため振興会ハンドブックを発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  39,900部（継続会員共通）

　厚生事業等の企画立案に反映するため、会員の意見・提言を幅広く聴取するためのアン
ケートを実施した。
　　実施時期　　6/10～8/31
　　回答者数　　1,393人

　会員にＳＮＳ（ＬＩＮＥ)を利用した速やかな情報提供を行うとともに、他機関・団体
等の文化・レクリエーション活動情報等を振興会ホームページに連携させ多角的に情報を
発信した。
　
　会員等が無料で法律相談を行えるよう相談日を設けた。
　　実施場所　　ブラントン法律事務所(横浜市中区)
　　実施日　　　原則毎月第２木曜日（１日につき３組まで）
　　相談件数　　３件

参加者数等は
継続会員を含
む（(ｱ)に限
る)

教養講座の開催



３　継続医療厚生事業（その他会計）

事業費支出 1,223,337,334円（790,626,559円）

(1) 医療互助事業

事業費支出 1,186,638,141円（763,155,537円）

退職後における会員の医療費の負担を軽減するため、療養補助金等を給付した。

 ア　加入及び退会状況

区      分 令和７年度 令和６年度 比較増減

前年度末加入者総数 △ 53人

新規加入者 本　人 269人

配偶者 △ 2人

合　計 267人

 退会者（△） 109人

加入者総数 105人

退 職 者 数 557人

加入資格者数 494人

新規加入者数 269人

加   入   率 　

 イ　給付状況

令和７年度 令和６年度 比較増減

給付件数 給付金額 給付件数 給付金額 給付件数 給付金額

49,857件 221,768,870円 50,610件 218,564,300円 △ 753件 3,204,570円

593件 31,110,000円 612件 32,340,000円 △ 19件 △ 1,230,000円

78件 1,510,000円 13件 940,000円 65件 570,000円

96件 2,720,000円 94件 2,740,000円 2件 △ 20,000円

76件 760,000円 52件 520,000円 24件 240,000円

37件 2,590,000円 34件 2,380,000円 3件 210,000円

881件 8,800,260円 874件 8,723,792円 7件 76,468円

1,778件 345,314,237円 1,388件 192,279,980円 390件 153,034,257円

1,540件 320,410,722円 1,154件 163,216,166円 386件 157,194,556円

155件 14,830,801円 139件 13,347,278円 16件 1,483,523円

83件 10,072,714円 95件 15,716,536円 △ 12件 △ 5,643,822円

1,316件 443,850,471円 996件 237,724,552円 320件 206,125,919円

54,712件 1,058,423,838円 54,673件 696,212,624円 39件 362,211,214円

 ウ　会費等収入

令和７年度 令和６年度

（注）基準掛金には、特別追加金を含む。

退 会 返 還 金
（ 積 立 年 金 ）

 合    計

当 年 度 分

年度途中退会者分

過 年 度 分

人 間 ド ッ ク 補 助 金

退 会 返 還 金
（ 医 療 互 助 ）

入 院 見 舞 金

健 康 祝 金

退 会 一 時 金

遺 族 一 時 金

347人

療 養 補 助 金

長 寿 祝 金

区　　　分

383人 114人

45.5% 32.9%

会
員
本
人

10,772人

383人

10,825人

114人

合　　　計

0人

383人

278人

2人

116人

169人

10,877人

1,977人

841人

10,772人

1,420人

849,928,404円 669,304,375円

区　　　分

医療互助事業相当分

基準掛金（注）

598,178,404円 570,849,375円

251,750,000円 98,455,000円



(2) 貸付事業（現職会員対象事業）

事業費支出 14,730,209円（7,002,443円）

 ア　貸付の内容

貸付限度額 償還期間 貸付利率（変動金利）

２,０００万円　※1 ５年～３０年 年利０．９０％　※2

※1　平成28年４月に1,000万円から引き上げ

※2　令和４年４月から適用

 イ　貸付の内訳

区分 貸付件数 貸付金額

1件

(6件)

-

-

-

-

17件

(11件)

6件

(1件)

3件

-

4件

(5件)

31件

(23件)

（注）（　）内は前年度実績

 ウ　貸付金及び償還状況

2,079,151,230円

令和７年度末残高

貸 付 金 348,100,000円 2,198,443,133円

償 還 金 228,808,097円

令和６年度末残高

合　　　計

区    分 令和７年度

敷 地 購 入

金融機関借換

(263,500,000円)

348,100,000円

(79,300,000円)

55,800,000円

-

46,900,000円

20,000,000円

　現職会員が自己の用に供する住宅の新築、増築、改築、修理若しくは購入又は住宅の敷地を購入するため
の資金及び住宅貸付金の金融機関からの借換の資金を融資した。

修　　　理

住 宅 購 入
（マンション・土地付家屋）

増　改　築

建　　　替

新　　　築
(99,800,000円)

(15,000,000円)

110,000,000円

(69,400,000円)

115,400,000円

-

-

-

-



(3) 継続厚生事業

事業費支出 21,968,984円（20,468,579円）

ア　生活安定に対する支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

指定店の拡充

　会員等が廉価で商品又はサービスの購入ができる
よう商店等との指定店契約の更新、拡充を行った。
 

通年 ＿
業種　31
店舗　582

家事代行サービ
ス利用支援

　会員のワークライフバランスに資するため家事代
行サービス利用の機会を提供した。
　家事代行サービス[補助]

通年 352人
参加者数等は
現職会員を含
む

イ　健康づくり等の支援

事　　業　　名 内　　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　住居の近くで気軽に体力・健康づくりができるよ
う、県内外のスポーツ施設等を利用する機会を提供
した。

参加者数等は
現職会員を含
む

 (ｱ)スポーツ施設

  　 ・コナミスポーツクラブ
  　 ・ダイドースポーツクラブ
 　  ・ライフティック平塚
 　  ・ライザップ
  　 ・カーブス

（ｲ) ＜拡充＞ゴルフ場［補助］
　　 ・葉山国際カンツリー倶楽部
　 　・ラフォーレ倶楽部（ゴルフ施設）
　 　・西武プリンスホテルズ＆リゾーツ(ゴルフ施設)

 (ｳ) 乗馬クラブクレイン神奈川
（ｴ）葉山パブリックゴルフコース

　会員の健康管理の一環として健康づくり教室等を
開催した。

 (ｱ) 健康づくり教室
1/10
1/18

62人

 (ｲ) 健康講座 3/7 23人

計 85人

検診等の機会の
提供

　会員等の健康管理の一環として検診等受診の機会
を提供した。
　メタロ・バランス検査 通年 29人

参加者数等は
現職会員を含
む（現職は補
助）

＜拡充＞
健康づくり教室
の開催

参加者数等は
現職会員を含
む（(ｲ)を除
く)

　継続会員を対象に相互の親睦や退職後の文化､レクリエーション活動に資するため次の事業を実施した。
　新規継続加入した「すまいる会員」を対象に生きがいづくり等のサポート事業を拡充した。

通年 5,803人スポーツ活動の
支援



ウ　レクリエーション活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　心身の健康維持、家族の団らん等のためレクリ
エーション活動の機会を提供した。

（ｱ)＜拡充＞ ディズニーリゾート
　　 コーポレートプログラム利用券［補助］

2,291人

 (ｲ) 旅行割引
　 　・近畿日本ツーリスト
　 　・東武トップツアーズ
　 　・日本旅行
　 　・T-LIFEパートナーズ
　 　・大和観光興業
　　 ・エイチ・アイ・エス

（ｳ）施設割引
　　 ・FUJIYAMA net クラブ
　　 ・日本スキー場開発

計 2,291人

　会員等が希望する地域でレクリエーション、ス
ポーツ活動等が行えるよう、県内外に宿泊施設等を
確保した。

 (ｱ）宿泊施設［補助］
　　・ 神奈川県市町村職員共済組合保養所
　　　 湯河原温泉ちとせ
　  ・ラフォーレ倶楽部（国内施設）
　  ・セラヴィリゾート泉郷（国内施設）
　  ・休暇村（国内施設）
　　・＜新規＞西武プリンスホテルズ＆リゾーツ

1,098人

 (ｲ) 宿泊施設
   ・リゾートトラスト
   ・マホロバマインズ三浦
　 ・シギラセブンマイルズリゾート
　 ・鈴木商会（美浜レステル 他）
　 ・ダイワロイネットホテルズ

1,581人

 (ｳ) 温浴施設［補助］
　 ・万葉倶楽部・万葉の湯
   ・＜新規＞名水はだの富士見の湯
　 ・＜新規＞湯楽の里・喜楽里

1,508人

計 4,187人

　(ｱ) 会員の会合、催し、振興会が実施する事業
　　の会場として、会議室を年間借り上げた。
  　　神奈川県教育会館３階

通年 2,579人

　(ｲ) 神奈川県退職教職員の会が開催する囲碁将
　　棋大会の経費の一部を助成した。 11/23 91人

計 2,670人

会員交流の場の
提供

レクリエーショ
ン活動の機会の
提供

通年

参加者数等は
現職会員を含
む

通年

参加者数等は
現職会員を含
む（(ｱ)に限
る）

参加者数等は
現職会員を含
む

レクリエーショ
ン施設の利用支
援



エ　芸術・文化活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　優れた芸術等の鑑賞機会を提供した。

（ｱ）＜拡充＞水族館の利用補助
　　　・新江ノ島水族館
　　　・横浜八景島シーパラダイス
　　　・マクセル アクアパーク品川
      ・仙台うみの杜水族館
      ・上越市立水族博物館うみがたり

通年 5,145人

 (ｲ) 芸術鑑賞［補助］
　  　横浜みなとみらいホール 他

455人

 (ｳ) 芸術鑑賞割引
　  　横浜みなとみらいホール 他 70人

 (ｴ) ローチケbiz+

計 5,670人

オ　生涯学習活動の支援

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

生涯学習活動の
支援

　生涯にわたる能力啓発、余暇活動等の機会を提供
した。
（ｱ）受講補助[補助]
　　 ・朝日カルチャーセンター
　　 ・読売日本テレビ文化センター
　　 ・カルチャーセンター
　　 ・ＡＥＯＮ（英会話教室・国内全施設）
 (ｲ）受講割引
 　　・東京リーガルマインド
　　　（資格取得講座・国内全施設）
　　 ・通信教育ユーキャン

通年 605人

カ　教養講座の開催

事　　業　　名 内　　　　　　容 期日等 参加者数等 備　　　考

　会員等の余暇活動等の充実を図るため教養講座を
開催した。

 (ｱ) ＜拡充＞日帰りツアー（冬期） 12/20 33人
 (ｲ) ガイドと神奈川近郊を歩く（３回）

 　・羽田空港　ターミナルビルを歩く 6/21 38人
 　・猿島を歩く 10/24 40人

 　・深川を歩く 2/6 38人

 (ｳ) ＜拡充＞教養講座（セミナー） 2/7 24人

計 173人

教養講座の開催

芸術・文化活動
の機会の提供

参加者数等は
現職会員を含
む（(ｱ)に限
る）

参加者数等は
現職会員を含
む（(ｱ)に限
る）



キ　情報の収集と提供

事　　業　　名

広報紙「ふれあ
い」等の発行

振興会ハンド
ブックの作成

振興会アンケー
トの実施

SNS及び振興会
ホームページの
拡充

無料法律相談

会員証割引事業

 継続厚生事業等の企画立案に反映するため、会員の意見・提言を幅広く聴取するため
のアンケートを実施した。
　　実施時期　　7/15～8/31
  　回答者数　　139人

　会員にＳＮＳ（ＬＩＮＥ)を利用した速やかな情報提供を行うとともに、他機関・団
体等の文化・レクリエーション活動情報等を振興会ホームページに連携させ多角的に情
報を発信した。
　
　会員等が無料で法律相談を行えるよう相談日を設けた。
　　実施場所　　ブラントン法律事務所(横浜市中区)
　　実施日　　　原則毎月第２木曜日（１日につき３組まで）
　　相談件数　　４件

　全国の教職員互助団体が契約する商店、施設等において割引価格で商品又はサー
ビスの購入ができるよう、利用可能店舗等を会員に広報した。

　継続会員に事業情報を提供するため、広報紙を発行した。
　　発行回数　年４回(４月･７月･11月･12月)
　　発行部数  ふれあい 各10,100部(４月･７月･12月)
            　＜拡充＞すまいる　400部(11月）

内　　　　　　　　　　容

　会員に事業の概要を知らせるため、振興会ハンドブックを発行した。
  　発行回数　年１回
　　発行部数  39,900部（現職会員共通）



４　収益事業（その他会計）

事業費支出 24,751,540円（24,174,936円）

(1) 共済事業

（注）（　）内は前年度実績

(2) 団体信用生命保険事業

加入者数 脱退者数

16人 24人

（11人） （19人）

（注）（　）内は前年度実績

(3) 広告事業

　会員向け広報媒体である広報紙及びハンドブック等に振興会と割引契約等を締結している業者の広告
を掲載し、広告事業を実施した。

令和７年度末加入者

200人

　住宅建設資金貸付事業の一環として、団体信用生命保険事業を実施した。

令和６年度末加入者数
令和７年度

208人

　現職会員の利便を図るため、教職員共済生活協同組合が行う共済事業の事務を受託した。

取扱共済事業の種類
総合共済　火災共済　団体生命共済　医療共済　交通災害共済　自

動車共済

取扱共済掛金
87,956,446円

（89,769,096円）


